
   

 

 

入学・進級おめでとうございます。 

                                                           校長 宮林 伸之 

 

桜の花が咲き誇り、春爛漫の季節となりました。お子さまのご入学、ご進級おめでとうございます。 

今年度は、１７学級で、スタートしました。７７名の新１年生を迎え、全校児童５２０名の児童を教職員

総勢５２名で指導にあたります。今年度、「笑顔かがやく夏雲の子」「みんなで育てる夏雲の子」を目指し

て、教育活動を展開してまいります。本校の教育活動に対するご理解、ご協力を賜りますようお願い申し

上げます。 

さて、私こと、このたび前校長 牧野 光洋先生の後任として、練馬区立練馬第三小学校より

昇任で着任いたしました。牧野校長先生をはじめとして歴代校長先生方が、教職員、保護者の

皆様、地域の皆様と共に築いてきた学校の伝統を受け継ぎ、さらに発展させていけるように誠

心誠意努めてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。  

さて、第一回の職員会議で教職員に「竹林の根」の話をしました。 

竹は、一本一本空に向かってまっすぐ伸びます。丈夫でありながらどこかしなやかさを兼ね備えた植

物です。また、大風や霜、雪などの自然環境にも負けず、どんな時でも青々とまっすぐ伸びています。

「地震の時は、竹林に逃げろ」という話もあります。         

では、どうして様々な災害などの困難にも負けず、        

青々と生長できるのでしょうか。 

それは、地下に強靱な根が張り巡らされているから 

少々の難にはびくともしないのです。根が一本一本の 

竹を支えているのです。 

話は変わりますが、異動にあたり光が丘夏の雲小学校 

にご指導とご鞭撻を賜る地域の皆様に挨拶をさせていた 

だきました。お会いできた全ての方々が、光が丘夏の雲 

小学校の子供たちに対して深い愛情を注いでくださって 

いることが分かりました。また、学校に対して応援・支援を 

惜しみなく尽力してくださっていることに深く感謝いたし 

ました。 

今後は、保護者・地域の皆様のご支援をいただきな 

がら、光が丘夏の雲小学校の教職員は強靱な根となっ 

て子供たちを支えていきます。そして、「笑顔かがやく夏 

雲の子」「みんなで育てる夏雲の子」を合い言葉に教育 

活動を推進いたします。どうぞよろしくお願いいたします。    ※「竹のように」の詩を紹介します。 

令和４年度４月号 

第１５１号 （R４．４．６）                練馬区立光が丘夏の雲小学校 

 

本 校 ホ ー ム ペ ー ジ 

携帯・スマホ用サイト

で も ご 覧 く だ さ い 。 

 
竹のように  

 
竹中 郁 

 
のびろ のびろ     
まっすぐ のびろ    
竹のように のびろ 

 
 風をうけて さらさらと鳴れよ 
 日をうけて きらきらと光れよ 
 雨をうけたら じっとしてろ 
 雪がつもれば 一そう こらえろ 
 石をなげつけられたら 
 かちんとひびけ 
 
 ぐんぐん 根をはれ 
 土の中で その手とその手を 
 がんじがらめに握りあえ 
 竹 竹 竹 竹のように 
 のびろ 
 五月のみどりよ もえあがれ 
 


